






















実験 1 として，部分歯列欠損患者 22 名および健常有歯顎者 20 名(コントロール群)を対象に咬合支持の喪失




ロール群，B3 群，B4 群，C1 群，C2 群のいずれの群間においても有意差は認められなかった． 
2.下顎安静位を発音開始位とした場合の[n]空隙は，コントロール群，B3 群，B4 群，C1 群，C2 群のいずれの 
群間においても有意差は認められなかった． 
3.コントロール群，B3 群，B4 群，C1 群，C2 群の各群における，2種類の発音開始位(咬頭嵌合位と下顎安静 
位)間での[n]空隙の有意差は認められなかった. 














 よって，申請者 遠藤 舞の本論文は，博士（歯学）の学位論文に値するものであり，遠藤 舞は 博士（歯
学）の学位を授与されるに値するものと判定した． 
氏 名（本籍） 遠藤 舞（徳島県） 
学 位 の 種 類  博士（歯学） 
学 位 記 番 号  甲 第 296 号 
学 位 授 与 日  2014 年 3 月 22 日 
学位授与の要件 博士の学位論文提出者（学位規程第１１条第１項該当者） 
学位論文題目  垂直顎間距離決定の基準下顎位に関する研究 
―咬合支持喪失状態が[n]持続発音位に及ぼす影響― 
論文審査委員  （主査）教授 大川 周治 
（副査）教授 安井 利一 
（副査）教授 藤澤 政紀 
（副査）教授 村本 和世 
